
                      ニホンアナグマ 

                                      （２００４年８月２１日午後２時ごろ 泉岳少年自然の家） 

                          名前
な ま え

に「アナグマ」とついているとおり、穴
あな

を掘
ほ

っ

て巣
す

を作
つく

ります。でも熊
くま

の仲間
な か ま

ではなく、イタチの

仲間
な か ま

です。大
おお

きさは中 型
ちゅうがた

犬
けん

くらい。 

                          地域
ち い き

によっては「マミ」「むじな」とも呼
よ

ばれ、「同
おな

じ穴
あな

のむじな（関係
かんけい

ない者
もの

同士
ど う し

のように見
み

えて、実
じつ

は

同
おな

じようなものである、という意味
い み

）」という言葉
こ と ば

は、

アナグマが掘
ほ

った穴
あな

にタヌキがちゃっかり同居
どうきょ

して

いる様子
よ う す

からできた言葉
こ と ば

と言
い

われています。タヌキに

よく似
に

ていることから、タヌキと同
おな

じ動物
どうぶつ

だと思
おも

って

いる人
ひと

も多
おお

いようです。 

                          夜
よる

に活動
かつどう

し、昆 虫
こんちゅう

やミミズ、果実
か じ つ

などを食
た

べます。 

 

 

 

 
アナグマの前足。鋭

いツメが生えています

が、攻撃をするためで

はなく、穴を掘るため

のものです。 


